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ひらお産業まつり
　11月16日に第２回ひらお産業まつりが開催され、
町内外から多くの人が集まりました。
　今回のスタンプラリーは町内５会場（ブース）で実
施。景品引き渡し会場の漁業ブースには、スタンプを
集めた方々が続々と到着し、にぎわいを見せていまし
た。また、熱気球からのもちまきなど、新たな試みも
盛りだくさんで、まつりは盛況のうちに終わりました。

　11月３日に第１回大星山サイクルフェスタ
in ひらおが開催されました。
　当日参加者は各部門合わせて約100人で、
町外はもちろん県外からも多くのサイクリス
トが集まりました。小雨の中でのスタートと
なり、大星山からの平生町の美しい景色をご
覧いただくことはできませんでしたが、主催
の観光協会をはじめ、多くのボランティア参
加者などの、人の温かさに触れていただくこ
とができたのではないでしょうか。

△本大会紅一点の伊藤満子さん

△給水ポイントでは高等学校や看護学校の生徒のみなさんが活躍

△総合優勝の伊藤真二さん

特産ブース
ひらお特産品センター

商工ブース
町スポーツセンター

工業ブース
永大産業株式会社

農業ブース
ＪＡ南すおう平生支所

漁業ブース
佐賀漁港

大星山
サイクルフェスタ

in ひらお
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健康づくり計画策定記念事業

伝えたいわが家の

毎日おやつ
レシピコンテスト

入賞作品のレシピは、本紙「おすすめメニュー」のコーナーで、次号から順次紹介し
ていきます。また、町ホームページにも掲載していますので、ご覧ください。

　食に着目した健康づくり事業の一環として、「伝えたい
わが家の毎日おやつ」レシピコンテストが開催されました。
　心も体も元気になり、身近な材料で手軽に作ることがで
きるおやつをテーマに募集し、味や見た目など６項目にお
いて審査した結果、12点の作品が入賞しました。
　入賞作品および入賞者（敬称略）は、次のとおりです。
■問合せ先　町保健センター　☎（５６）７１４１

最優秀賞
『季節野菜たっぷりの

野菜蒸しパン』
宮脇 章子

優秀賞
『わが家のさっぱり

シャーベット』
中尾 サナエ

優秀賞
『焼きサンド』石杉 直美

伝えていきたいで賞
『外郎』藤田 朱美

体にやさしいで賞

元気が出るで賞

『トマトとバナナのジュース』蔵田 千賀子

『納豆ギョウザ』高見 純子
親子でつくりま賞

『揚げないで大学芋』隅田 綾

彩りがよいで賞

『納豆お焼き』福吉 由利子『いりことエゴマのヘルシーお焼き』松本 伸子

『かんたん夏バテ防止シェイク』田丸 美千子 『なんちゃってティラミス』田代 祐子

『モロヘイヤ入り蒸しパン』高末 八重子
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みなさんからのご意見を募集しますパブリック
・コメント

　今後のスポーツ推進に関する施策を計画的に推進す
るための基本的事項を定めるとともに、誰もが身近な
地域でスポーツが楽しめる、豊かな生涯スポーツ社会
の実現に向けて策定するものです。

　第一次推進計画の取り組みの成果と課題を踏まえ、
家庭、地域、学校等および図書館が連携・協働し、子
どもの読書活動のさらなる充実を図るために策定する
ものです。

　町では、基本的な政策などを策定する過程において、
事前にその案やその他必要な事項を町民に広く公表し、
町民のみなさんから意見などの提出を求め、政策などに
反映させる「パブリック・コメント（意見募集）」制度
を実施しています。
　このたび、次のとおり計画案を策定しましたので、ぜ
ひ、みなさんのご意見をお聞かせください。

●公表資料（案件名）
第二次平生町子ども読書活動推進計画（素案）

●募集期間（公表期間）
12 月 13 日㈮ ～平成 26 年１月 14 日㈫【必着】

●公表資料の閲覧場所（町ホームページでも閲覧可）
平生図書館、中央公民館、大野公民館、曽根公民館、
佐賀公民館、佐合島コミュニティセンター（待合室）、
町役場総務課、町教育委員会

●提出先
平生図書館
〒 742 － 1101　平生町大字平生町１９３－４

【ＦＡＸ】（５６）２３３７
【電子メールアドレス】kyouiku2@town.hirao.lg.jp
※詳しくは、公表資料とともに備えてあります募集

要領をご覧ください。
■問合せ先　平生図書館　☎（５６）２３１０

●公表資料（案件名）
平生町スポーツ推進計画（素案）

●募集期間（公表期間）
12 月 13 日㈮ ～平成 26 年１月 14 日㈫【必着】

●公表資料の閲覧場所（町ホームページでも閲覧可）
町体育館、中央公民館、大野公民館、曽根公民館、
佐賀公民館、平生図書館、佐合島コミュニティセン
ター（待合室）、町役場総務課、町教育委員会

●提出先
平生町体育館
〒 742 － 1102　平生町大字平生村２４１－２

【ＦＡＸ】（５６）７９３３
【電子メールアドレス】kyouiku3@town.hirao.lg.jp
※詳しくは、公表資料とともに備えてあります募集

要領をご覧ください。
■問合せ先　平生町体育館　☎（５６）６２６２

平生町スポーツ推進計画（素案） 第二次平生町子ども読書活動推進計画（素案）

※年末の12月28日㈯～30日㈪は、大変込み合い
ますので、粗大ごみの搬入はご遠慮ください。

※直接搬入はなるべく避け、可能な限り定期収集
をご利用いただきますようお願いします。

●可燃性ごみの持込みについて
12月28日㈯、29日㈰ 午後１時～４時

12月30日㈪ 午前８時30分～12時
午後１時～４時

12月31日㈫～１月３日㈮ 休み

１月４日㈯以降 通常どおり（土・日は
粗大ごみの搬入不可）

周東環境衛生組合清掃センター
  所在：柳井市南浜4－5－13／柳井市民球場沖
  ☎（２２）２２７０

年末年始の ご み

●可燃性ごみの定期収集
　各コースの定期収集日は「ごみ収集日程表」
でご確認ください。

●不燃性粗大ごみの持込み日（年末年始前後）
12月24日㈫ 午前９時～12時

午後１時～３時１月７日㈫
１月12日㈰ 午前９時～12時

熊南総合事務組合・資源活用センター
  所在：平生町曽根433－3／シーサイドゴルフ場沖
  ☎（５７）０５３０

定期収集および持込みについて

　共通事項
●応募要件（次のうち、１つ以上の要件を満たす人）

▼町内に在住している ▼町内に通勤または通学してい
る ▼町内に事務所または事業所を持っている ▼本町に
納税している ▼その他、当該案件に利害関係がある

●提出方法
持参、電子メール、ＦＡＸ、郵便のいずれか



平成25年12月号 広報ひらお5

　高額医療・高額介護合算療養費制度とは世帯内
の同一の医療保険加入者について、毎年８月から
翌年の７月末までの１年間に支払った医療保険と
介護保険の自己負担額を合計し、定められた負担
限度額を超えた場合に、その超えた金額を申請に
より支給する制度です。
　所得区分ごとの負担限度額は下表のとおりです。

所得区分
自己負担限度額

国保（70 ～ 74 歳）＋介護
または、後期高齢者医療＋介護 国保（70 歳未満を含む）＋介護

現役並み所得者
および上位所得者 ６７万円 １２６万円

一般 ５６万円 　６７万円
住民税

非課税世帯
区分Ⅱ※１ ３１万円

　３４万円
区分Ⅰ※２ １９万円

※１　区分Ⅱ：同じ世帯の全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない人
※２　区分Ⅰ：同じ世帯の全員が住民税非課税で世帯全員の所得が０円（年金の所得は控除額を 80 万円

として計算）の人

ご注意ください！
●自己負担額は、支給を受けた高額療養費、高

額介護サービス費を除いた額となります。
●医療保険または介護保険の自己負担額のどち

らかが０円の場合は、支給対象となりません。
●自己負担限度額を超える額が 500 円を超え

ない場合は、支給対象となりません。

　町国民健康保険および後期高齢者医療制度の支給
の対象となる被保険者の人には、１月中旬から順次
お知らせします。お知らせが届いた場合は、町役場
町民課で申請してください。
●平成 25 年８月以降に転入した人は、

平成 25 年７月 31 日時点に住民票のある市区町に
お問い合わせください。
●平成24年８月から平成25年７月末までの間に、
　・平生町に転入した人
　・平生町から転出した人
　・加入する健康保険を変わられた人　などは、

申請手続きのお知らせができない場合がありま
す。上記の支給要件を参考に支給対象者であるか
ご確認いただき、具体的な手続きやご不明な点に
ついては、お問い合わせください。

●他の健康保険に加入している人は、
町役場健康福祉課で介護保険の自己負担証明書の
交付を受け、加入している医療保険にその証明書
を添えて、申請をしてください。

■問合せ先
［国民健康保険・後期高齢者医療制度について］
　町役場町民課　☎（５６）７１１３
［介護保険について］
　町役場健康福祉課　☎（５６）７１１５
［後期高齢者医療制度について］
　山口県後期高齢者医療広域連合事務局医療給付係
　☎０８３（９２１）７１１３

　本町国民健康保険（国保）の医療費は毎年増え続
け、ここ近年の急増ぶりは国保財政を大きく脅かし
ています。医療費の増加は、保険税の引き上げにも
つながりますので、被保険者一人ひとりが次のこと
に心がけ、医療費の抑制にご協力ください。

●かかりつけ医をもち、同種の疾病で複数の医療
機関における、重複受診は避けましょう。

●病気の早期発見・予防のため、特定健診をはじ
めとした健康診断を定期的に受けましょう。

●運動、休養、栄養バランスに心がけ、生活習慣
病を予防しましょう。

医療費節約にご協力ください

高額医療・高額介護合算療養費制度 

申請手続きについて
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ゆるキャラ（Ｒ）グランプリ

　ゆるキャラグランプリ 2013（ご当地部門）にエントリー
した、平生町観光協会イメージキャラクター「かんぷうくん」
の結果は次のとおりでした。いい風が吹いちょるね！

かんぷうくん

かんぷうくんについて詳しくは、
平生町観光協会公式ホームページ【http://www.hirao-kankou.net/】
または『かんぷうくん』で検索

ひらお特産品センター
やまみちゃん応援店
になりました！

「やまみちゃん」って何？
「やまぐち農山漁村女性起業統一ブランド」の愛称
で、農山漁村の女性たちが暮らしの中で培った知恵
や技、そして地域の農林水産資源を活
用した地域特産品について、一定の基
準に適合するものを認定し、その商品
に「やまみちゃん」のシンボルマーク
を付けて、販売するものです。

応援店になるとどうなるの？
やまみちゃん商品を積極的に取り扱います。
消費者の皆様に、農山漁村女性起業家・起業グルー
プや、やまみちゃん商品を知っていただき、ファン
になっていただきたいと思っています。

どんな商品があるの？
平生町内には次のような商品があります。
・ひらおみそ／ひらお特産加工研究会開発部
・てづくりみかん餅／おふくろ加工グループ
・ブルーベリー漬け（ブルちゃん）／高杉壽子
・ぐる～ベリーパン／金福博子　など18点

やまみちゃん商品を購入するには？
ひらお特産品センターにぜひお越しください！

■問合せ先
　ひらお特産品センター　☎（５６）１

と

０９
く

３
さん

柳井地域
第１号

新成人のみなさんへ

成人式を開催します
日時　平成 26 年１月 12 日日
会場　平生町武道館
日程　受　　付　午前９時 30 分～
　　　式　　典　午前 10 時～
　　　記念写真　午前 10 時 40 分～
　　　記念行事　午前 11 時～ 12 時
●対象になる人
　平成５年（1993 年）４月２日～平成６年（1994
年）４月１日までの間に生まれた人で、平生町在
住または出身の人
※ 11 月１日現在で平生町に住所（住民登録）の
ある人、事前にお申込みをいただいた人には、11
月下旬に案内状を発送しています。

●町外に住所のある人も、ぜひおこしください
　お仕事や学校の関係などで、町外に住所（住民
登録）のある平生町出身の人も対象です。式典へ
の出席を希望される人は、１月７日㈫までに町教
育委員会に申し込んでください。

《申込方法》　次の事項を電話でご連絡ください。
新成人の氏名、生年月日、住所、平生町での住
所（旧住所）と世帯主氏名、連絡先など

●申込み・問合せ先
町教育委員会社会教育課
☎０８２０（５６）６０８３

み
な
さ
ん
の
応
援
の
お
か
げ
で
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

こ
れ
か
ら
も
平
生
町
の
イ
ベ
ン
ト
で
会
お
う
ね
★

ご当地部門※ランキング　※企業・その他ゆるキャラを除く

全　国　第284位（1245 キャラクター中）
山口県　第6位（20キャラクター中）

結果
発表
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　本町では、本年４月に施行された「平生町参加と協働のまちづくり条例」の具現化に向けた取り組みを明
確にするため、本年12月に「平生町協働推進プラン」を策定しました。本プランは、本町における “参加と
協働のまちづくり” を進めるうえでの基本指針です。
　今回は、本プランの具体的な「今後の新たな取組」７項目のうち①、②について以下のとおり紹介します。

一人ひとりが主役のまち“平生”
協働のまちづくり ●22

■問合せ先 町役場総務課 地域活動推進班 ☎（５６）７１１１
平生町協働推進プランについて

Thema

地域夢プランの策定

地域づくりの目標
活動計画など

保健福祉活動

健康づくり
介護予防など

地域美化活動

美化・清掃活動など

環境保護活動

リサイクル活動など

生涯学習活動

文化・スポーツ活動など

青少年健全育成活動

あいさつ運動
見守り活動など

地域防災活動

防災訓練
防災危険個所点検など

地域防犯活動

生活安全パトロール
防犯講習会など 基本的な考え方

自分たちの地域は自分たちの手でつくろう

コミュニティ協議会
活動主体

自治会・社会福祉協議会・老人クラブ・婦人会・
子ども会・ＰＴＡ・学校・ＮＰＯ・民生委員・公民館利用者・

消防団・ボランティア・行政 など

特
産
品
開
発
部
会

ま
つ
り
部
会

環
境
美
化
部
会

防
犯・防
災
部
会

ふ
る
さ
と
学
習
部
会

保
健
福
祉
部
会

総
務
広
報
部
会

①住民自治組織づくりの支援
　町は、「地域コミュニティの充実」を重点に、自治会よりも大きな枠（公民館単位）で、自治会・団体・
行政が連携し地域の課題や将来像を話し合い、知恵を出し合いながら協議し、「自助・共助・公助」の視点
で役割を担う住民自治組織づくりを支援していきます。

②地域活動拠点の確保と機能の向上
　公民館単位を基本として、コミュニティ協議会による様々な活動の拠点となる施設の確保と機能の向上
を図ります。

ご参加を
お待ちしています！

今後の新たな取組　７項目

目指すコミュニティ協議会のイメージ

「第３回　大野の未来をひらく懇談会」
日時：12 月18 日㈬　午後７時～
場所：大野公民館 集会室

「第３回　宇佐木の地域づくりを考える懇談会」
日時：12 月20 日㈮　午後７時～
場所：宇佐木コミュニティセンター ふれあいの館
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平
成
25
年
５
月
23
日
午
前

９
時
（
現
地
時
間
）。
冒
険
家

の
三
浦
雄
一
郎
さ
ん
（
80
歳
）

は
史
上
最
高
齢
で
エ
ベ
レ
ス

ト
（
中
国
名
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
、

８
８
４
８
メ
ー
ト
ル
）
の
登

頂
に
成
功
さ
れ
ま
し
た
。
三

浦
さ
ん
は
、
70
歳
、
75
歳
に

続
く
三
度
目
の
登
頂
と
い
う

こ
と
で
、
た
だ
感
服
す
る
の

み
で
す
。

　
三
浦
さ
ん
は
、
70
歳
の
時
、

大
腿
骨
付
け
根
と
骨
盤
の
骨

折
を
さ
れ
、
昨
年
10
月
に
は

不
整
脈
が
発
症
し
、
二
度
の

心
臓
手
術
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
で
も
、
三
浦
さ
ん
の
「
80

歳
で
エ
ベ
レ
ス
ト
に
登
頂
す

る
」
と
い
う
具
体
的
な
目
標

が
崩
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
散
歩
な
ど
外
出

の
時
は
、
背
中
に
30
キ
ロ
の

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
、
片
足
６

キ
ロ
の
お
も
り
、
そ
し
て
片

足
２
キ
ロ
の
特
注
の
登
山
靴

を
は
き
、
合
計
約
46
キ
ロ
の

負
荷
を
身
に
ま
と
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
電
車
に
乗
れ
ば
そ

の
姿
の
ま
ま
坐
ら
ず
立
ち
姿

で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

史
上
最
高
齢
で
の
登
頂
を

す
る
と
い
う
目
標
達
成
の
た

め
に
、
用
意
周
到
な
計
画
や

準
備
を
さ
れ
、
怪
我
や
病
気

な
ど
の
困
難
に
も
諦
め
ず
に

確
実
に
努
力
を
続
け
ら
れ
ま

し
た
。
成
し
遂
げ
ら
れ
た
こ

の
快
挙
は
、
多
く
の
人
に
希

望
の
光
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
三
浦
さ
ん
は
、「
地
味
な
世

界
で
も
い
い
、
身
の
回
り
の

小
さ
な
目
標
で
も
い
い
、
で

き
な
い
と
思
っ
て
き
た
こ
と

に
挑
む
こ
と
。
成
功
す
る
か

は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
ま

ず
一
歩
を
踏
み
出
し
、
諦
め

ず
に
続
け
る
こ
と
。
そ
れ
が

夢
を
も
つ
と
い
う
こ
と
で
す
」

と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
視

点
で
周
り
を
見
れ
ば
、
多
く

の
課
題
が
私
た
ち
を
取
り
巻

い
て
い
ま
す
。
高
齢
者
独
居

家
庭
、環
境
問
題
、自
然
災
害
、

人
と
人
と
の
絆
、
人
権
問
題

等
々
が
あ
り
、
そ
の
解
決
は

困
難
な
こ
と
だ
と
思
い
込
ん

で
い
ま
す
。
し
か
し
、
何
と

か
改
善
し
た
い
と
い
う
願
い

を
も
ち
続
け
、
課
題
（
目
標
）

の
た
め
に
、
は
じ
め
の
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
の
時
、
困
難
を
乗
り

越
え
る
強
い
意
志
で
あ
く
な

き
挑
戦
を
し
続
け
ら
れ
た
三

浦
さ
ん
の
生
き
方
が
参
考
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

住
民
一
人
ひ
と
り
が
小
さ
な

努
力
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、

活
力
に
満
ち
た
笑
顔
の
明
る

い
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
け
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め

に
大
き
な
推
進
力
と
な
る
の

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
老

若
男
女
を
問
わ
ず
多
く
の
町

民
の
み
な
さ
ん
が
参
加
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
特
に
高
齢
者

の
力
が
今
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
見

識
を
生
か
し
、
ま
ち
づ
く
り

の
【
好
例
者
】
と
し
て
の
存

在
感
を
さ
ら
に
高
め
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
高
齢
者
は
ま
ち

の
光
と
な
り
、
ま
ち
の
活
性

化
の
た
め
の
新
た
な
進
路
が

見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

平生町人権教育推進協議会
（事務局：町教育委員会）

No.36

 

 

広報ひらお平成25年12月号

～あなたのやさしさを～
ＮＨＫ海外たすけあい
　海外の紛争や災害に苦しむ人々の生命
と健康を守るため「ＮＨＫ海外たすけあ
い」キャンペーンを実施し、義援金を募っ
ています。
　寄せられた義援金は世界各地で多発す
る武力紛争・自然災害などによる犠牲者
支援および防災活動、発展途上国での保
健・医療・衛生分野への支援に役立てます。
　皆様のご協力をお願いします。

■問合せ先
　日本赤十字社山口県支部
　☎０８３（９２２）０１０２

　実施期間
12 月 25 日㈬まで

　義援金受付窓口

▼郵便局・ゆうちょ銀行 ▼山口銀行

▼ 農協（ＪＡ） ▼ 漁協（ＪＦ） ▼ ＮＨ
Ｋ各放送局 ▼日本赤十字社（支部・病
院・血液センター）

たこあげを安全に楽しむために、 次のことにご注意ください。
○たこあげは近くに電線などのない広いところ

で楽しみましょう。
○たこが電線にかかったら、自分で取ろうとし

ないで、必ず中国電力へお知らせください。
○電線には絶対に触らないでください。

たこあげは電線のないところで！

■問合せ先　中国電力㈱柳井営業所　☎０１２０（６１６）３１７

密輸に関する情報提供のお願い
　税関では「年末特別警戒期間」として、不正薬物（麻薬・覚
せい剤など）や社会悪物品（けん銃など）の水際取締強化を実
施しています。

実施期間　12 月６日金～ 15 日日
　皆様から寄せられる「密輸に関する情報」が、密輸摘発の貴
重な手掛りです。 “不審な話”や“うわさ”を耳にされたら、
税関にご連絡ください。
■密輸フリーダイヤル　☎０１２０（４６１）９６１
■税関ホームページ　 http://www.customs.go.jp/moji/
■徳山税関支署平生出張所　☎（５６）３０７６
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町民課の
窓口延長サービス

●毎週金曜日、町民課の窓口は午後６時30分まで（年末年始、祝日を除く）
●交付できるもの：住民票の写し、戸籍謄抄本、印鑑登録証、印鑑証明書

　　　※戸籍について、古い戸籍（除籍・原戸籍）は除く

　

今
年
は
秋
の
深
ま
り
も
遅
く
、

気
が
つ
け
ば
、
も
う
師
走
。
こ
こ

に
き
て
一
気
に
冷
え
込
み
、
長
く

厳
し
い
冬
の
到
来
を
予
感
さ
せ
ま

す
。
皆
さ
ん
、
体
調
管
理
を
万
全

に
、
こ
の
冬
を
乗
り
切
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
先
月
も
週
末
の
日
程
は

秋
の
イ
ベ
ン
ト
で
埋
め
尽
く
さ
れ

て
多
忙
を
き
わ
め
ま
し
た
が
、“
実

り
多
い
秋
”
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
注
目
さ
れ
た
『
大
星
山
サ
イ
ク

ル
フ
ェ
ス
タ
in
ひ
ら
お
』
は
、
初

の
挑
戦
で
し
た
が
、
大
き
な
成
果

を
あ
げ
ま
し
た
。“
か
ん
ぷ
う
く

ん
”
の
デ
ビ
ュ
ー
に
続
き
、
主
催

さ
れ
た
「
平
生
町
観
光
協
会
」
が

存
在
感
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
に
続
き
２
回
目
の
『
ひ
ら

お
産
業
ま
つ
り
』
も
、
好
天
に
恵

ま
れ
大
盛
況
で
し
た
。
各
ブ
ー
ス

と
も
出
店
者
が
増
加
、
町
内
産
業

の
高
い
技
術
力
、
製
品
、
商
品
に

接
す
る
こ
と
が
で
き
、
皆
さ
ん
の

熱
気
と
底
力
を
感
じ
ま
し
た
。
特

に
、
若
い
人
々
の
知
恵
と
力
、
そ

し
て
熱
い
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き

た
素
晴
ら
し
い
ま
つ
り
で
し
た
。

　
各
地
区
の
『
公
民
館
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
ま
つ
り
』
も

盛
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
特
性
を

生
か
し
た
“
元
気
”
が
発
信
さ
れ

て
い
ま
し
た
。本
町
が
進
め
る「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
な
が
る

“
地
域
力
”
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
秋
の
文
化
行
事
に
続
く

『
青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会
』

で
の
、「
少
年
の
主
張
」
の
優
秀

作
品
の
発
表
は
、
大
変
、
印
象
深

い
も
の
で
し
た
。
テ
ー
マ
は
身
近

な
話
題
か
ら
社
会
の
在
り
方
ま

で
、
時
代
を
反
映
し
て
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
主
張
は
清
新
で
心
に
響

く
も
の
で
し
た
。
児
童
、
生
徒
の

皆
さ
ん
、
そ
の
ま
ま
真
っ
す
ぐ
に

伸
び
て
く
だ
さ
い
！

　

問
題
は
、
む
し
ろ
大
人
社
会

の
側
で
す
。
テ
レ
ビ
を
つ
け
れ

ば
、
線
路
の
ず
さ
ん
管
理
に
不
正

融
資
、
食
材
・
メ
ニ
ュ
ー
の
偽
装

表
示
…
な
ど
、
企
業
の
ト
ッ
プ
が

次
々
と
並
ん
で
頭
を
下
げ
る
映
像

ば
か
り
で
、
モ
ラ
ル
の
喪
失
は
底

な
し
状
態
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
澄
ん
だ
目
線

は
、
じ
っ
と
大
人
社
会
に
向
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
ま
ず
、
私
た
ち
が
こ
の

地
域
か
ら
、
自
信
を
も
っ
て
後
ろ

姿
を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
時
期
は
顕
彰
の
季
節
で
も

あ
り
ま
す
。
本
年
も
各
分
野
で
、

そ
の
輝
か
し
い
功
績
が
認
め
ら
れ

叙
勲
、
県
選
奨
、
大
臣
、
知
事
表

彰
…
な
ど
の
受
賞
者
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。
改
め
て
関
係
者
の
方
々
に

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
お
陰

で
、
町
長
室
も
受
賞
報
告
の
明
る

い
笑
顔
に
包
ま
れ
て
一
年
を
締
め

く
く
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
ど
う
か
良
い
年
を
。

“
実
り
の
秋
”

No.139

町長室の窓

平成25年12月号 広報ひらお

山口県ひとり親家庭
高等技能訓練促進費
等事業のご案内
　県では、母子家庭の母または父子
家庭の父が、経済的自立に効果的な
看護師などの資格取得のために２年
以上養成機関で修業する場合、そ
の間の生活の負担軽減を図るための

「高等技能訓練促進費」を支給する
とともに、修業期間終了後に「入学
支援修了一時金」を支給します。

　対象者
　母子家庭の母または父子家庭の父
で、次のすべての要件を満たす人

▼児童扶養手当の支給をうけている
かまたは、同様の所得水準の人

▼２年以上の養成機関で修業し、対
象資格の取得が見込まれる人

▼修業または育児と修業の両立が困
難と認められる人

▼過去に母子家庭高等技能訓練促進
費等を受給していない人

　対象資格

▼看護師、准看護師、保健師、介護
福祉士

▼保育士

▼作業療法士、理学療法士

▼知事が町の実情に応じて認める資
格

　支給対象期間
　修業期間の全期間

　支給額
【訓練促進費】
　町民税非課税世帯：月額10万円
　町民税課税世帯：月額７万500円

【入学支援修了一時金】
　町民税非課税世帯：５万円
　町民税課税世帯：２万５千円

　申込手続
　修業を始める前に事前相談および
申請が必要

　申込み・問合せ先
柳井健康福祉センター
保健福祉企画室
☎（２２）３７７７
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１１９防火デー消防啓発
　11 月４日、平生町消防団が火災予防の啓発巡回
および消防水利・資機材の点検を行いました。
　点検後、町役場に集まった各分団は消防団長に
点検結果を報告。そして、町長から小型ポンプ積
載車（第５分団）、防火服（第６～９分団、本部）など
の交付を受け、更なる消防力の強化を図りました。
　また、本年度から入団している本町初の女性消
防団員のみなさんが、全団員に紹介されました。
やさしさときめ細やかさを生かした、今後の活躍
が期待されます。

きてみて！ひらおの会
　「きてみて！ひらおの会」が、町内外から参加者
を募り、さまざまな体験イベントを行いました。

アルギットみかん収穫体験
11 月 17 日／吉崎農園（小郡）
11 月 21 日／平原農園（佐賀）
町外参加者からは、ほどよ
い酸味でとてもおいしいと
の声が聞かれました。

昔の平生写真展
　11 月 16 日から、歴史民俗資料館で「昔の平生
写真展」が開催されています。
　統合前の小中学校を中心とした、約 50 点の写真
が展示されています。母校を懐かしんだり、塩業
が盛んであった時代の風景を現在と比較してみた
りと、楽しみ方はいろいろ。12 月 22 日まで開催
されていますので、ぜひご覧ください。

竪ヶ浜地区合同防災訓練
　11 月 17 日、竪ヶ浜地区自治会連合主催の「竪
ヶ浜地区合同防災訓練」が、竪ヶ浜コミュニティ
センターを主会場に行われました。
　津波を想定した一斉避難訓練では、地区ごとに
最適な場所およびルートで高台に避難し、到着時
間や人員の確認を実施。その後、主会場に集まっ
た参加者は、土のう積みやロープワーク、担架・
車いすの使い方、地震講座などの各種メニューを、
グループごとに体験していきました。
　参加者個々の防災意識の高まりとともに、ＮＰＯ
法人まちサポーターズクラブと地元有志が協力し
ての炊き出し訓練、防災士の方々の各所での活躍
などから、組織的な防災力の高まりも感じること
ができた、充実した訓練となりました。

△第５分団の新しい消
防車（小型ポンプ積載
車 △ 消防水利・資機
材の点検報告を行う分
団長 △ 女性消防団の
みなさん

花の寄せ植え体験
11 月９日／村川農園（竪ヶ浜）
お正月用に葉牡丹を入れるな
ど、約 20 種類の苗から、好
きなものを組み合わせて、寄
せ植えを完成させました。

△防災グッズの展示　　　  △炊き出し訓練（豚汁）

△避難所での人員報告　　  △車いすの体験訓練
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佐
賀
小
児
童
の
体
験
教
室

【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

元プロ野球選手に学ぶ
　11 月 17 日、平生町出身の元プロ野球選手 
鍵谷康司さんによる少年野球教室が開かれまし
た。
　スポーツ少年団活性化事業の一環として行わ
れたこの教室には、平生軟式野球スポーツ少年
団と大星軟式野球スポーツ少年団に所属する 33
人の子どもたちが参加しました。
　キャッチボールから守備、打撃までの実技指
導が行われ、郷土の偉大な先輩から受ける貴重
なアドバイスに、子どもたちは熱心に耳を傾け
ていました。

鍵谷 康司 さん
元プロ野球選手（内野手）
柳井高校から大昭和製紙富士を経て、
日本ハムファイターズに入団

炭
焼
き
体
験
教
室

大
星
ふ
れ
あ
い
窯
で
薪
づ
く

り
＆
窯
入
れ
／
11
月
18
日

寄
せ
植
え
体
験
教
室

先
生
は
南
す
お
う
農
協
花
卉

部
会
の
方
々
／
11
月
20
日

佐
賀
の
幸 

親
子
料
理
教
室

魚
介
類
を
上
手
に
さ
ば
き
ま

し
た
／
11
月
29
日

租
税
教
室

札
束
レ
プ
リ
カ
で
１
億
円
の

重
さ
を
体
験
／
11
月
29
日

健康づくりの集い
　11 月 28 日、「第１回平生町健康づくりの集い」
が勤労青少年ホームを会場に開催されました。
　「伝えたいわが家の毎日おやつ」表彰式や満岡裕
先生（みつおかクリニック）による記念講演、関
係団体と連携したシンポジウムなどが行われ、食・
医療・運動・こころの健康などのさまざまな視点
から、健康づくりについて考えました。

阿多田交流館への寄贈
　元衆議院議員の吹田愰さんから、阿多田交流館
に予科練の冬の制服が寄贈されました。
　予科練（海軍飛行予科練習生）とは、戦時中に
おける航空機搭乗員の養成制度で、吹田さんは終
戦前に練習生として入隊されていたそうです。
　準備が整い次第、阿多田交流館に展示されます
ので、ぜひご覧ください。

▽

11
月
28
日
、
町
役
場
を
訪
れ

た
吹
田
さ
ん
（
右
）
と
寄
贈
さ

れ
た
制
服
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第 28 回ふれあいコンサート
11 月２日

第 26 回町民音楽祭
11 月３日

第 45 回平生町総合文化展
11 月２日、３日

税に関する作品の表彰
中学生の税に関する習字

◇光税務署管内納税貯蓄組合
　連合会会長賞
　関永 紗矢香（平生中１年）

小学生「絵はがき」コンクール

◇公益社団法人
　光・熊毛郡法人会会長賞
　田中 里歩（佐賀小６年）
◇光税務署長賞
　松村 美佑（佐賀小６年）

△大野公民館（10 月 26 日）
　誰のが一番重いでしょう !?

△佐賀やぶ地区（11 月 13 日）
　佐賀保育園児と地域の交流

曽根公民館まつり（第 35 回）
10 月 27 日

ふれあい

大野公民館まつり（第 29 回）
11 月 24 日

宇佐木ふれあい祭り（第 27 回）
11 月 17 日

竪ヶ浜ふるさと祭り（第 26 回）
10 月 27 日

スポーツ大会結果

各地域でいもほり

町民野球大会
（10 月 27 日／町スポーツセンター）

◇優　勝　一番星
◇準優勝　チーム５２６

△左から松村さん、田中さん

芸
術
・
音
楽

地
域
の
ま
つ
り
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文
化
協
会
長
表
彰

 

曽
根
墨
遊
会

　

 

小
林 

画
仁

 

水
墨
画
同
好
会

　

 

藤
井 

登
貴
子

展
覧
会
表
彰

●
平
成
25
年
度
山
口
県
健
康
福
祉

祭
美
術
展

 

は
つ
ら
つ
賞

　

 

吉
野 

達
成

「
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
」

優
秀
作
品
表
彰

◇
ポ
ス
タ
ー
の
部

【
最
優
秀
】

　
長
見 

愛
音

　
（
平
生
中
１
年
）

【
優
　
秀
】

　
河
本 

芙
実
（
平
生
中
３
年
）

　
濵
本 

恵
里
（
佐
賀
小
５
年
）

　
南
木 

梨
那
（
佐
賀
小
５
年
）

【
入
　
選
】

　
濵
本 

佳
那
（
平
生
中
３
年
）

　
西
本 

梨
華
（
平
生
中
１
年
）

　
安
村 

葵
（
平
生
中
１
年
）

　
久
保 

こ
の
か
（
平
生
小
３
年
）

　
森
口 

太
智
（
平
生
小
１
年
）

◇
標
語
の
部

【
最
優
秀
】

　
大
下 

光

　
（
平
生
中
２
年
）

【
優
　
秀
】

　
芳
岡 

優
衣
（
平
生
中
２
年
）

吉
田 

海
人
（
平
生
中
１
年
）

安
部 

玲
子

【
入
　
選
】

　
吉
岡 

優
（
平
生
中
３
年
）

　
岩
木 

桜
来
（
平
生
中
２
年
）

　
中
尾 

日
菜
（
平
生
中
１
年
）

　
藤
原 

加
那
（
平
生
中
１
年
）

　
中
津 

裕
椰
（
平
生
小
２
年
）

平
成
25
年
度
平
生
町
花
い
っ
ぱ
い

運
動
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

【
特
別
賞
（
町
長
賞
）】

　
沖
野 

豊

　
佐
賀
小
学
校

　
佐
賀
保
育
園

【
特
別
賞
（
教
育
長
賞
）】

　
つ
ば
さ
保
育
園

　
田
名
自
治
会

　
佐
賀
公
民
館
運
営
協
力
委
員
会

【
優
秀
賞
】

　
壱
の
割
自
治
会

　
中
央
児
童
館

　
平
生
中
学
校

【
優
良
賞
】

　
老
人
ク
ラ
ブ
楽
生
会

　
宮
坂
和
枝

　
平
生
小
学
校

【
町
モ
デ
ル
花
壇
指
定
】

　
平
生
保
育
園

　
宇
佐
木
保
育
園

　
大
野
公
民
館
運
営
協
力
委
員
会

　
平
生
幼
稚
園

　
曽
根
婦
人
会

　
社
会
福
祉
法
人
う
ち
う
み
会

　
　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
寿
海
苑

平
生
町
生
涯
学
習
表
彰
式

　
11
月
２
日
、
町
体
育
館
で
平
成
25
年
度
平
生
町
生
涯
学
習
表
彰
式
が

開
催
さ
れ
、
生
涯
学
習
に
通
ず
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

平
生
町
青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会

　
11
月
９
日
、
町
武
道
館
で
平
成
25
年
度
平
生
町
青
少
年
健
全
育
成

推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
、
善
行
者
表
彰
お
よ
び
少
年
の
主
張
コ
ン
ク

ー
ル
に
お
け
る
表
彰
・
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
大
会
に
お
け
る

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

●
善
行
者
表
彰

　
平
生
中
学
校
生
徒
会

　
有
限
会
社
ひ
ら
お

　
増
本 

俊
枝

　
清
地 

邦
子

●
育
成
功
労
者
表
彰

　
山
田 

一
男

　
弘
津 

良
和

●
少
年
の
主
張
山
口
県
大
会

【
優
秀
賞
】

　
山
本 

怜
花
（
平
生
中
１
年
）

●
少
年
の
主
張
優
秀
作
品
表
彰

【
優
　
秀
】

　
芳
岡 

杏
優
（
平
生
小
６
年
）

　
森
次 

遥
（
平
生
小
６
年
）

　
河
内
山 

伸
（
佐
賀
小
５
年
）

宗
野 

彩
花
（
佐
賀
小
６
年
）

宗
野 

愛
美
（
平
生
中
３
年
）

伊
藤 

七
海
（
熊
毛
南
高
２
年
）

【
優
　
良
】

　
大
下 

愛
（
平
生
小
６
年
）

　
横
山 

帆
南
（
平
生
小
６
年
）

　
花
谷 

そ
ら
（
平
生
小
６
年
）

　
善
村 

友
結
（
平
生
小
６
年
）

　
福
谷 

祐
斗
（
平
生
小
６
年
）

　
明
石 

夏
林
（
平
生
小
６
年
）

　
吉
永 

美
海
（
平
生
小
６
年
）

　
上
坂 

百
葉
（
平
生
小
６
年
）

　
飯
田 

康
生
（
平
生
小
６
年
）

　
芳
崎 

咲
来
（
平
生
小
６
年
）

　
川
崎 

千
尋
（
平
生
小
６
年
）

　
吉
村 

莉
奈
乃
（
平
生
小
６
年
）

　
西
本 

愛
璃
（
佐
賀
小
５
年
）

　
関
永 

敦
憲
（
佐
賀
小
５
年
）

　
平
田 

千
恵
（
佐
賀
小
５
年
）

　
高
本 

美
優
（
佐
賀
小
６
年
）

　
西
川 

悠
希
（
佐
賀
小
６
年
）

　
松
村 

美
佑
（
佐
賀
小
６
年
）

　
藤
原 

加
那
（
平
生
中
１
年
）

　
山
口 

純
士
（
平
生
中
１
年
）

　
長
谷
井 

康
規
（
平
生
中
１
年
）

　
村
本 

江
里
奈
（
平
生
中
２
年
）

　
鳥
田 

茜
（
平
生
中
３
年
）

　
中
倉 

友
理
（
熊
毛
南
高
１
年
）

　
小
松 

秀
美
（
熊
毛
南
高
１
年
）

　
矢
野 

美
聡
（
熊
毛
南
高
１
年
）

　
城 

歩
夢
（
熊
毛
南
高
２
年
）
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社会福祉事業功労者表彰
　ボランティアグループ「虹の会（代表：正井幸
子）」が、社会福祉事業功労者県知事表彰を受賞
されました。
　同グループは、「あす
なろ会（介護者家族の
会）」に同席し、介護経
験者の立場から助言や
支援を行うほか、福祉
バザーの開催など、広
く地域福祉活動にも貢
献されています。

全国民生委員児童委員
連合会長表彰

　平生町民生委員児童委員の弘津良和さんが、全
国民生委員児童委員連合会
長表彰（永年勤続民生委員・
児童委員表彰）を受賞され
ました。
　弘津さんは、17 年以上
の長きにわたり、同委員を
務められており、地域福祉
の向上、問題解決に献身的
に尽力されています。

県選奨（社会福祉功労）
　福光チヱコさんが、県選奨を受賞されました。
　福光さんは、昭和 60 年から地域の給食ボラン
ティア活動への取り組
みを始められるととも
に、平生町ボランティ
ア推進協議会を発足さ
せるなど、ボランティ
ア活動を通じた平生町
の地域福祉の推進に多
大な功績を残されてい
ます。

県選奨（保健衛生・環境功労）
　学校薬剤師の岩立泰昌さんが、県選奨を受賞さ
れました。
　岩立さんは、昭和 48
年から現在まで、柳井地
域の県立高等学校の学
校薬剤師として、また
過去には平生小学校の
学校薬剤師としてもお
世話になっており、そ
の適切な指導・助言は、
厚い信頼を得ています。

表 彰表 彰

秋の叙勲秋の叙勲

表 彰表 彰

瑞宝単光章
　元平生町消防団副団長の時政和男さんが、秋の
叙勲において瑞宝単光章を受章されました。
　時政さんは、昭和 39
年から 48 年以上の長き
にわたり、平生町消防
団でご活躍されました。
平 成 12 年 か ら は 分 団
長、同 16 年からは副団
長として、卓越した手
腕と経験を生かして団
員を指揮しました。

瑞宝双光章
　元公立中学校長の藤田永太郎さんが、秋の叙勲
において瑞宝双光章を受章されました。
　藤田さんは、昭和 31
年に奉職以来 40 年の長
きにわたり教諭、教頭、
校長などの教職および
教育事務所長などを歴
任し、卓越した指導力
のもと、教育全般にわ
たる振興発展に貢献さ
れました。
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県選奨（産業功労）
　山口県トラック協会理事兼総務委員長の藤谷拾
人さんが、県選奨を受賞されました。
　藤谷さんは、昭和 46
年から貨物自動車運送
事業に携わり、物資の
運搬による県産業の発
展に寄与されています。
また、山口県トラック
協会の要職も務められ、
交通安全対策などにも
ご尽力されています。

山口県スポーツ功労者表彰
　総合型地域スポーツクラブの「平生ゆうゆうク
ラブ（代表：細田留美子）」が、県スポーツ功労
賞を受賞されました。
　同クラブは、平成 18
年に設立され、卓球教
室や自然の中での各種
教室を行い、地域住民
の健康・体力づくりや
地 域 活 性 化 に 寄 与 し、
生涯スポーツの振興に
貢献されています。

危険業務従事者叙勲

表 彰表 彰

表 彰

山口県農山村振興賞
　吉崎秀和さん、石津惠子さんが、県農山村振興賞を受賞されました。
　吉崎さんは、現在平生町農業委員会副会長を務められるとともに、
農業経営の安定化および担い手育成
活動を積極的に実践されています。
また、集落の農地保全活動の中心的
存在としてご活躍されています。
　石津さんは、農家生活の改善や農
山漁村女性の役割発揮など、地域の
活性化に貢献するとともに、こだわ
り野菜栽培や特産品などに関する組
織運営などにも尽力されています。

山口県統計協会
会長表彰

　第 61 回山口県統計大会に
おいて、多年にわたり各種
統計調査に従事され、正確
な調査の遂行にご尽力され
てこられた、次の２人の調
査員が表彰されました。
受賞者（従事年数）

　河村 章さん（７年）
　濱本 慶子さん（６年）

表 彰表 彰

瑞宝単光章
　元山口県警部補の植野寛さんが、危険業務従事
者叙勲において瑞宝単光章を受章されました。
　植野さんは、昭和 39
年から平成 15 年までの
39 年間、警察官として
地域住民の生命、身体
および財産の保護、犯
罪の予防、公安の維持
のため、危険を伴う業
務に長年にわたり従事
されました。

厚生労働大臣表彰
　中繁佐加恵さんが、栄養関係功労者厚生労働大
臣表彰を受賞されました。
　中繁さんは、昭和 42
年以来、食生活改善推
進員として地域におけ
る栄養改善活動に貢献
さ れ て い ま す。 ま た、
柳井管内の協議会役員
を歴任されるなど、広
域にわたるご活躍をさ
れてきました。
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か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う

　
健
康
に
関
す
る
不
安
や
相
談
を

日
ご
ろ
か
ら
家
族
や
身
近
な
人
に

気
軽
に
話
し
て
い
ま
す
か
。ま
た
、

「
疲
れ
た
な
」
と
思
っ
た
と
き
や
、

か
ら
だ
の
ど
こ
か
に
痛
み
を
感
じ

た
と
き
、
い
つ
も
と
具
合
が
異
な

る
と
き
に
相
談
で
き
る
相
手
や
場

（
相
談
機
関
な
ど
）
は
あ
り
ま
す

か
。

　
食
生
活
や
運
動
習
慣
、
休
養
の

と
り
方
な
ど
、
毎
日
の
生
活
習
慣

に
よ
っ
て
は
、
自
分
で
気
が
つ
か

な
い
う
ち
に
無
理
を
続
け
、
か
ら

だ
と
こ
こ
ろ
が
悲
鳴
を
あ
げ
て
い

る
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
際
、
身
近
な
人
が

体
調
の
変
化
に
気
づ
い
て
く
れ
る

環
境
も
大
事
で
す
が
、
後
に
専
門

的
な
見
解
や
指
導
が
必
要
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

と
き
に
気
軽
に
相
談
が
で
き
る

「
か
か
り
つ
け
医
」
を
も
ち
、
体

調
の
変
化
に
応
じ
て
何
か
気
に
な

る
症
状
が
あ
る
と
き
は
、
早
め
に

受
診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
健
診（
検
診
）の
結
果
に

つ
い
て
、
事
後
指
導
を
受
け
る
こ

と
も
大
切
で
す
。
結
果
の
内
容
を

よ
く
確
認
し
て
精
密
検
査
や
治
療

な
ど
が
必
要
な
場
合
に
は
、
早
め

に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
受

診
の
際
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
健
診

（
検
診
）
結
果
や
健
康
手
帳
な
ど
、

日
ご
ろ
の
健
康
記
録
な
ど
を
み
て

い
た
だ
く
と
い
い
で
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先

　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
５
６
）
７
１
４
１

No.630

《材　料》　４人分

《作り方》

きのこスパゲッティ

① きのこ類は石づきを取り除き、しいたけとエリン
ギは薄切り、しめじは小房にほぐす。ベーコンは１
㎝幅に切る。にんにくは薄切り、赤唐辛子は小口切
り、青じそは粗いせん切りにする。

② たっぷりの湯に塩を加えてスパゲッティをゆで、
ざるにあげる。

③ フライパンにオリーブ油 ( 大さじ２)、赤唐辛子、
にんにく、ベーコンを入れて中火にかける。香りが
出てきたらきのこを加えて炒め、Ａで調味する。

④ ③に②のスパゲッティとオリーブ油 ( 大さじ１) を
加えて混ぜ合わせ、皿に盛り、青じそを散らす。

広報ひらお平成25年12月号

　スパゲッティ  300ｇ
　塩　  　　　小さじ１
しめじ　　　　１パック
生しいたけ　　１パック
エリンギ　　　１パック
にんにく　　　　１かけ
赤唐辛子　　　　　適宜

ベーコン　　２枚 (40g)
　 塩　　　　 小 さ じ4/5
　こしょう　　　　適宜
　白ワイン（酒）  大さじ２
オリーブ油　   大さじ３
青じそ　　　　　　６枚

A

　　乳がん触診モデルの寄贈
　10 月 26 日、周東総合病院（柳井市）の「第６
回来てみんさい感謝祭」において、同病院から平
生町に乳がん触診モデルが寄贈されました。
　このモデルは、触診感覚が生体乳房に酷似して
おり、乳がん・線維腺種・乳腺症のそれぞれの違
いを区別できます。人体に近い状態で触診ができ
るので、自己検診を学ぶのに最適な教材です。
　なお、平生町に寄贈されたモデルは、同会場に
おいて平生町健康づくり推進会議に貸し出され、
同会議による乳がん自己検診の普及啓発に向けた
取り組みに活用されます。

児童巡回相談
　18 歳未満の児童に関する問題につ
いて、児童相談所が相談に応じます。
●日時
平成 26 年１月 21 日㈫
午前 10 時～午後５時

●場所
柳井健康福祉センター

●相談内容
育成相談、障害相談、養護相談、非行
相談、その他児童養育上困っているこ
と

●相談員
児童心理司、児童福祉司、家庭相談員

●費用
無料（要事前予約）

※詳しくは、お問い合わせください。
■申込み・問合せ先
岩国児童相談所 相談課
☎０８２７（２９）１５１３

NEWS

相談

△左から平生町健康づくり推進会議 岩見委員、
　山田町長、周東総合病院守田院長
　（10 月 26 日／感謝祭メインステージ）
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平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No.216
　
曽
根
婦
人
会
は
、
昨
年
改
築
さ

れ
た
曽
根
公
民
館
を
拠
点
と
し

て
、「
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
婦
人
会
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
地
域
の
人
た
ち

と
一
緒
に
安
心
し
て
住
み
よ
い
美

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
活
動
も
そ

の
ひ
と
つ
で
、
年
に
２
回
、
種
ま

き
、
鉢
上
げ
、
定
植
を
地
域
に
呼

び
か
け
て
一
緒
に
行
い
ま
す
。
鉢

上
げ
さ
れ
た
苗
は
、
参
加
さ
れ
た

方
を
は
じ
め
、
企
業
や
保
育
園
、

個
人
の
花
壇
に
も
配
ら
れ
、
花
い

っ
ぱ
い
の
す
そ
野
が
広
が
り
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
は
花
壇
の
周
囲

に
テ
ス
ト
ピ
ー
ス
を
設
置
す
る
こ

と
と
な
り
、
地
域
の
男
性
の
方
々

も
た
く
さ
ん
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

お
か
げ
で
立
派
な
花
壇
が
で
き
あ

が
り
、
私
た
ち
の
花
も
元
気
に
咲

い
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
エ
コ
生
活
の
す
す
め
と

し
て
始
め
た
手
作
り
活
動
で
は
、

支
部
長
を
中
心
に
、
使
わ
な
く
な

っ
た
布
を
使
っ
た
ア
ー
ム
カ
バ

ー
、
袋
物
、
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
、

ち
ょ
い
か
む
り
三
角
巾
を
手
分
け

し
て
縫
い
、
公
民
館
ま
つ
り
の
バ

ザ
ー
で
販
売
し
て
好
評
で
し
た
。

も
ち
ろ
ん
廃
油
せ
っ
け
ん
も
つ
く

り
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
が
リ
サ

イ
ク
ル
、
エ
コ
ラ
イ
フ
を
見
直
す

き
っ
か
け
と
な
り
、
み
ん
な
で
ワ

イ
ワ
イ
言
い
な
が
ら
作
業
す
る
こ

と
で
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア
が
生
ま

れ
、充
実
し
た
活
動
に
な
り
ま
す
。

　
文
化
活
動
で
は
、
婦
人
会
ク
ラ

ブ
と
し
て
華
道
、
茶
道
、
民
舞
、

料
理
、
健
康
体
力
づ
く
り
な
ど
、

活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。た
だ
、

ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
は
若
い
人
の
加

入
が
少
な
い
と
い
う
悩
み
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
悩
み
は
、
婦
人
会
活

動
す
べ
て
に
お
い
て
あ
て
は
ま

り
、
若
い
人
の
加
入
が
私
た
ち
の

願
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
活

動
し
て
い
る
私
た
ち
が
楽
し
く
笑

顔
で
活
動
し
、
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
こ

と
。
そ
う
す
れ
ば
た
く
さ
ん
の
人

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
と
思

い
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

近
頃
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
し
て
開
か
れ
て
い
る

平
生
小
、
平
生
中
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
、
子
ど
も
た
ち

と
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

他
に
も
盆
踊
り
、
ど
ん
ど
焼
き
な

ど
の
伝
統
行
事
、
敬
老
会
、
募
金

活
動
へ
の
協
力
な
ど
、
積
極
的
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
大
切
な
の
は
婦
人
会

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
青
少
年
健

全
育
成
、
子
ど
も
会
、
老
人
会
な

ど
の
活
動
団
体
と
連
携
す
る
こ
と

で
す
。
地
域
の
人
た
ち
と
協
力
し

て
、
次
代
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
も
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
会
員
一
同
力
を
合
わ
せ
、

地
域
と
共
に
一
歩
ず
つ
前
進
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
☎
（
５
６
）
６
０
８
３

地
域
と
一
緒
に
「
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
婦
人
会
」

曽
根
婦
人
会

12月…16日㈪、23日㈪、28日（土／月末整理日）、29～31日（年末休み）
１月…１～３日（年始休み）、6日㈪、13日㈪

新着図書の紹介

休館日

図書館
だより

平生図書館　☎（56）2310
【開館時間】午前９時〜午後５時15分図書館

だより

世の中それほど不公平じゃない
浅田 次郎 著

天使の柩
村山 由佳 著

はなとゆめ
冲方 丁 著

「煮干し」のレシピ
矢澤 一良 監修

ピッキーとポッキーのはいくえほん おしょうが
つのまき　　　あんざい みずまる え
ぼくのふとん

鈴木 のりたけ 作・絵
ピーターラビットクリスマスのおはなし

エレノア・テイラー 絵
ものの価値大研究

佐和 隆光 監修
いちばんわかりやすい彗星のひみつ

縣 秀彦 著

老人ホーム探し50の法則
上岡 榮信 著

　図書の一部を紹介します。

《児童書》

《一般書》

『世界泥棒』

話 題 の 本

桜井晴也 著（河出書房新社）

ご自宅からインターネットを利用して予約・検索できます♪　
http://www.library.town.hirao.lg.jp または 町公式ホームページからアクセス

平成25年12月号 広報ひらお

　放課後の教室。みんなが見守る
なか、ふたりの男の子たちが実弾
の入った銃で死ぬ
まで撃ちあう「決
闘」。それをとり
しきる百瀬くんと
は、何者なのか？
第50回文藝賞受賞
作品。
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（平成25年「交通安全年間スローガン」）

　昨日、県の国勢調査統括課の職員を名乗る男性から電話がか
かり、「国勢調査をしているので、年齢、家族構成、年金の額、
預貯金の額などについて答えるように」と言われ、答えてしまっ
たのですが大丈夫でしょうか。

　調査をかたって個人情報を聞き出そうとするいわゆる「かた
り調査」と考えられます。

　相談事例の電話は、国勢調査が現在行われておらず、また、県に
国勢調査統括課という課もないことから、いわゆる「かたり調査」
と考えられます。このような調査をかたる不審な電話があった場合
には、すぐに答えず、まずは調査について市町の統計担当課までお
問い合わせください。
　なお、万一、不審な電話に個人情報を答えてしまった場合には、
聞き出した情報を基に、後日別の業者などから勧誘電話や投資など
の詐欺話を持ちかけられる恐れがありますので十分注意しましょ
う。勧誘電話などの不審電話がかかってきた場合は、お住まいの市
町の消費生活相談窓口などにお気軽にご相談ください。

【消費生活相談窓口】
　町役場経済課　☎（５６）７１１７

【統計担当課】
　町役場総合政策課　☎（５６）７１２０

◆◇ワンポイント◇◆

国勢調査などをかたる不審な電話に注意！

相
　
談

ア
ド
バ
イ
ス

【交通安全標語】 許 し ま せ ん 　 飲 酒 運 転 　 許 す 人

広報ひらお平成25年12月号

【侵入盗被害の防止】
　侵入盗被害の約半数が無施錠の玄関や窓から侵
入されています。
　外出や就寝の際は必ず鍵を掛けましょう。
　防犯性能の高い住宅部品の取付けも重要です。

【交通事故防止】
　高齢者が関与する交通事故が多発しています。
思いやりとゆずり合いの気持ちで、安全運転に努
めましょう。
　飲酒運転は、大変悪質で危険な
行為です。「飲んだら乗らない 乗る
なら飲まない 飲ませない」を守り
ましょう。

　年末年始は、犯罪や事故が多発するおそれがあ
るため、警察では今年も年末年始の特別警戒活動
や交通安全運動を実施します。
　明るい新年を迎えるため、次のことに気をつけ
ましょう。

【振り込め詐欺被害の防止】
　不審な電話やメール、ハガキなどが届いたとき
は、次の点に注意しましょう。

◇すぐに振り込まない。
◇警察や家族に相談する。
◇身に覚えのない要求は無視する。

犯罪や事故のない明るい年末年始を
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受付時間
毎日 午後７時〜11時

☎＃８０００または ☎０８３（９２１）２７５５（携帯電話可）

山口県精神科
救急情報センター

☎ ０８３６（５８）４４５５（24時間対応）

こころの救急電話相談

内容：精神病、うつ病など、こころの病気による混乱
した言動・ひきこもり・自殺願望など

内容：15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること

小児救急電話相談

場所：イズミゆめタウン柳井　２階ベビー服売り場前
日時：12月21日㈯　午前10時〜12時
内容：血圧測定、体重･体脂肪測定、健康相談、
　　　乳児･育児相談など

山口県看護協会柳井支部「まちの保健室」

休日や平日夜間の医療案内

■柳井地域休日夜間応急診療所
　　　柳井市中央１丁目５番３号
　　　☎（２２）９００１（下記診療時間内）

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診
療は受けられない場合があります。

月間火災・救急発生状況 月間交通事故発生状況
（10 月）資料：柳井地区広域消防組合 （10 月）資料：柳井警察署

火　災
救急

発生件数 死者
（人）

傷者
（人）建物 山林 その他 人身 物損

管　内 1 0 3 268 管　内 15 149 0 19
平生町内 1 0 1 39 平生町内 1 24 0 1

区分 診　療　日 診療時間（受付）

休日
昼間

日曜日・祝日
盆（８月 15 日）
年末年始

（12 月 30 日～１月３日）
※これらの日の夜間診療はあ

りません

午前９時～ 12 時
（午前11時30分まで）
午後１時～５時
（午後４時 30 分まで）

平日
夜間

月～金曜日
※土曜日の診療はありません

午後７時～ 10 時
（午後９時 30 分まで）

まちの人口
10 月31 日現在
住民基本台帳記載人口

（　）：前月対比

世帯数 5,672 世帯（ － 6 ）
人　口 12,874 人 （ － 14 ）
うち男 6,110 人 （ ＋ 2 ）

女 6,764 人 （ － 16 ）

〔ミュージックチャイムの曲名〕　　６：00　ふるさと　　12：00　平生町の歌　　17：00　夕やけこやけ

平成25年12月号 広報ひらお

人権行政相談　※相談無料・秘密厳守
◆相談日 毎月第２月曜日（休日の場合は翌日）
◆相談員 人権擁護委員、行政相談委員
◆相談内容 人権に関わる悩みや困りごと、行政全般に

ついての苦情、相談並びに意見や要望などについて

次回は
 １
　 14火

柳井健康福祉センター相談日
　〔柳井市古開作／☎（２２）３６３１〕

●骨髄バンク登録検査《要予約（前日まで）》
　１月８日㈬	 ９：00〜10：00
●Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査《要予約（前日まで）》
　１月８日㈬	 10：00〜10：30
●ＨＴＬＶ－１抗体検査《要予約（前日まで）》
　１月８日㈬	 10：30〜11：00
●発達クリニック《要予約（１週間前まで）》
　１月９日㈭	 　13：00〜16：00
●ＨＩＶ抗体検査《要予約（当日まで）》
　※当日検査結果がわかります
　１月８日㈬	 14：00〜16：00
●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》
　１月24日㈮	 10：00〜15：00
●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》
　１月21日㈫	 13：00〜14：00

☆ 完 納 で 育 て よ う 明 る い 平 生 町 ☆

納期限 12月 27日

固定資産税　　　　　　第 3 期
国民健康保険税　　　　第 6 期
介護保険料　　　　　　第 6 期
後期高齢者医療保険料　第 6 期

◎便利な口座振替も利用できます◎
問
合
せ
先

税務課【町税】　　　　　　　　 ☎（５６）７１１４
健康福祉課【介護保険料】　　　 ☎（５６）７１１５
町民課【後期高齢者医療保険料】 ☎（５６）７１１３

今月の納税【12 月】

　県内事業場で働く労働者、事業主からの解雇、雇止め、
配置転換、賃金の引き下げなどの労働条件のほか、募集・
採用、いじめなど労働問題に関するあらゆる分野のご相
談を面談や電話でお受けしています。

 下松総合労働相談コーナー

☎０８３３（４１）１７８０

職 場 の ト ラ ブ ル 解 決
サ ポ ー ト し ま す

総合労働相談コーナー（無料）のご案内
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試
験
・
募
集

＜ 以下は広告欄です ＞

　広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。

◇
年
長
組
（
５
歳
児
）

　
平
成
20
年
４
月
２
日
〜
平
成
21
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

◇
年
中
組
（
４
歳
児
）

　
平
成
21
年
４
月
２
日
〜
平
成
22
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

◇
年
少
組
（
３
歳
児
）

　
平
成
22
年
４
月
２
日
〜
平
成
23
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

●
保
育
時
間

【
火
・
水
・
木
曜
日
（
弁
当
日
）】

　
午
前
８
時
〜
午
後
２
時
15
分

【
月
・
金
曜
日
】

　
午
前
８
時
〜
11
時
45
分

●
申
込
期
限 

平
成
26
年
１
月
31
日
㈮

●
申
込
場
所 

町
教
育
委
員
会
、
佐
賀

出
張
所
、
平
生
幼
稚
園

●
申
込
方
法 

各
申
込
場
所
に
備
え
付

け
て
い
る
申
込
書
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
）

に
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

□問
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
☎
（
５
６
）
６
０
８
３

□問
平
生
幼
稚
園

　
☎
（
５
６
）
２
２
９
１

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　
創
立
30
周
年
を
迎
え
た
放
送
大
学

で
は
平
成
26
年
度
第
１
学
期
（
４
月

入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ

通
信
制
の
大
学
で
、
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

前
に
各
園
へ
の
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。（
ひ
ら
お
保
育
園
の
見
学
は
３

月
頃
を
予
定
）

●
申
込
期
限 

平
成
26
年
１
月
31
日
㈮

●
申
込
場
所 

町
役
場
健
康
福
祉
課
、

佐
賀
出
張
所
、
各
保
育
園

●
申
込
方
法 

各
申
込
場
所
に
備
え
付

け
て
い
る
申
込
書
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
）
に
、

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
添
付
書
類
：
源
泉

徴
収
票
、
就
労
証
明
書
な
ど
）

●
選
考
方
法 

入
所
希
望
者
が
定
員
を

超
え
る
場
合
は
、
町
が
設
定
し
た
基

準
に
よ
り
選
考
し
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

□問
町
役
場
健
康
福
祉
課
こ
ど
も
班

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
５

町
立
幼
稚
園
の
園
児
募
集

　

幼
稚
園
は
、
幼
児
の
健
や
か
な
成

長
を
保
護
者
と
共
に
育
み
、
心
も
身

体
も
成
長
し
て
い
く
よ
う
に
援
助
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
遊
び
や
生
活
を
通
し
て
人
間

形
成
の
基
礎
を
培
い
、
環
境
に
主
体

的
に
か
か
わ
っ
て
楽
し
く
生
活
す
る

こ
と
が
で
き
る
、
心
豊
か
な
幼
児
の

育
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
園
児
（
定
員
：
１
４
０
人
）

広報ひらお平成25年12月号

お
知
ら
せ

保
育
園
の
園
児
募
集

●
入
所
要
件 

保
護
者
が
仕
事
に
従
事

し
た
り
、
病
気
、
出
産
、
看
護
、
同

居
親
族
の
介
護
な
ど
に
よ
り
家
庭
で

十
分
な
保
育
が
で
き
な
い
場
合

●
保
育
園
紹
介

◇
佐
賀
保
育
園
（
公
立
）

【
所
在
】
佐
賀
【
定
員
】
40
人

【
開
所
時
間
】
平
日
：
午
前
７
時
30

分
〜
午
後
６
時
30
分
、
土
曜
：
午

前
７
時
30
分
〜
午
後
５
時

【
乳
児
保
育
】
生
後
10
カ
月
〜

【
連
絡
先
】
☎
（
５
８
）
０
１
２
５

◇
つ
ば
さ
保
育
園
（
私
立
）

【
所
在
】
曽
根
【
定
員
】
60
人

【
開
所
時
間
】
平
日
・
土
曜
：
午
前

７
時
〜
午
後
７
時

【
乳
児
保
育
】
生
後
３
カ
月
〜

【
連
絡
先
】
☎
（
５
６
）
２
２
９
２

◇ 

新
設 

ひ
ら
お
保
育
園
（
私
立
）

【
所
在
】
平
生
村
【
定
員
】
１
２
０
人

【
開
所
時
間
】
平
日
・
土
曜
：
午
前

７
時
〜
午
後
７
時

【
乳
児
保
育
】
生
後
３
カ
月
〜

【
連
絡
先
】
☎
未
定

※
各
園
に
お
い
て
障
害
児
保
育
が
可

能
で
す
。
見
学
は
自
由
で
す
が
、
事

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、

職
業
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

●
出
願
期
限 

平
成
26
年
２
月
28
日
㈮

※
資
料
請
求
は
無
料
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

□問
放
送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
３
（
９
２
８
）
２
５
０
１

URLhttp://w
w

w
.ouj.ac.jp

自
衛
官
募
集

●
募
集
種
目  

防
衛
大
学
校
学
生（
一

般
後
期
）

●
募
集
人
員 【
人
文・社
会
科
学
専
攻
】

約
10
人
【
理
工
学
専
攻
】
約
30
人

●
受
験
資
格 

高
卒
（
見
込
含
）
で
21

歳
未
満
の
人

●
受
付
期
間 

平
成
26
年
１
月
22
日
㈬

～
31
日
㈮

●
試
験
期
日（
一
次
） 

平
成
26
年
３
月

１
日
㈯

□問
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
柳
井

地
域
事
務
所

　
☎
（
２
２
）
８
１
９
９

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
の
申
請
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
は
、
毎

年
１
月
１
日
現
在
で
資
格
を
有
す
る

人
の
申
請
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
ま

す
。
該
当
さ
れ
る
人
は
、
名
簿
登
載

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
な

い
と
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
と
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＜ 以下は広告欄です ＞

し
て
投
票
や
委
員
の
リ
コ
ー
ル
請
求

な
ど
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
平
成
25
年
選
挙
人
名
簿
に
登

載
さ
れ
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
別
途

ご
案
内
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
で
該

当
す
る
人
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
選
挙
資
格 
平
生
町
に
住
所
が
あ

り
、
か
つ
平
成
６
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
で
、
10
㌃
以
上
の
農

地
に
つ
き
耕
作
の
業
務
を
営
む
人
、

ま
た
は
そ
の
耕
作
に
年
間
お
お
む
ね

60
日
以
上
従
事
し
、
前
者
と
同
居
し

て
い
る
親
族
お
よ
び
配
偶
者

□問
町
農
業
委
員
会
事
務
局
（
町
役
場

経
済
課
内
）

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
７

周
東
環
境
衛
生
組
合

粗
大
ご
み
の
搬
入
に
つ
い
て

　
粗
大
ご
み
破
砕
機
の
更
新
工
事
に

伴
い
、
次
の
期
間
に
お
い
て
、
布
団
、

た
ん
す
な
ど
の
搬
入
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
期
間 

平
成
26
年
１
月
25
日
㈯
～
２

月
12
日
㈬

□問
周
東
環
境
衛
生
組
合

　
☎
（
２
２
）
２
２
７
０

紛
争
自
主
解
決
支
援
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時 

平
成
26
年
１
月
27
日
㈪　
午

後
１
時
～
４
時
30
分

●
場
所 

山
口
県
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
（
山
口
市
）

●
演
題 
「
職
場
の
い
じ
め
・
嫌
が
ら

せ　

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
セ
ク

シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
の
事
件
の

法
律
問
題
と
実
務
的
対
応
」

●
講
師 

林
弘
信
弁
護
士

●
参
加
費 

無
料
（
要
事
前
申
込
み
）

□申
□問
山
口
労
働
局
総
務
部
企
画
室

　
☎
０
８
３
（
９
９
５
）
０
３
６
５

安
全
衛
生
講
習
会

◇
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

●
日
程（
場
所
）【
学
科
】
平
成
26
年

１
月
７
日
㈫
（
ホ
テ
ル
松
原
屋
）【
実

技
】
平
成
26
年
１
月
８
日
㈬
～
18
日

㈯
の
内
３
日
間
（
鋼
鈑
工
業
㈱
玉
鶴

工
場
）

●
申
込
期
限 

12
月
20
日
㈮

◇
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習

●
日
程（
場
所
）【
学
科
】
平
成
26
年

１
月
18
日
㈯
（
ホ
テ
ル
松
原
屋
）【
実

技
】
平
成
26
年
１
月
19
日
㈰
（
東
部

高
等
産
業
技
術
学
校
）

●
申
込
期
限 

平
成
26
年
１
月
８
日
㈬

◇
玉
掛
け
技
能
講
習

●
日
程（
場
所
）【
学
科
】
平
成
26
年

１
月
21
日
㈫
、
22
日
㈬
（
ホ
テ
ル
松

原
屋
）【
実
技
】
平
成
26
年
１
月
23

日
㈭
～
25
日
㈯
の
内
１
日
（
鋼
鈑
工

業
㈱
玉
鶴
工
場
）

●
申
込
期
限 

平
成
26
年
１
月
10
日
㈮

□申
□問
（
一
社
）
山
口
県
労
働
基
準
協

会
下
松
支
部

　
☎
０
８
３
３
（
４
１
）
３
５
１
０

ハ
ン
グ
ル
講
座（
初
心
者
限
定
）

●
日
時 

平
成
26
年
１
月
９
日
㈭
、
16

日
㈭
、
23
日
㈭
、
30
日
㈭　

午
後
７

時
～
９
時

●
場
所 

ア
ク
ア
ヒ
ル
柳
井

●
講
師 

李イ 

菊グ
ッ
チ枝
さ
ん
（
比
治
山
大

学
韓
国
語
講
師
）

●
内
容 

韓
国
語
の
基
礎
・
会
話

●
定
員 

25
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費 

５
５
０
０
円
（
教
材
費
別

途
要
）

●
申
込
期
限 

12
月
25
日
㈬

□申
□問
山
口
県
柳
井
地
区
日
韓
親
善
協

会
【
担
当
：
古
川
】

　
☎
０
９
０（
３
３
７
８
）９
０
５
８

サ
ポ
ス
テ
就
職
相
談

　

就
職
活
動
が
う
ま
く
い
か
な
い

人
、
働
く
こ
と
に
不
安
が
あ
る
人
な

ど
の
仕
事
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時 

12
月
25
日
㈬　
午
前
10
時
～

午
後
３
時
40
分

●
場
所 

柳
井
中
央
公
民
館

●
対
象 

15
歳
～
39
歳
で
現
在
働
い
て

い
な
い
人
お
よ
び
そ
の
保
護
者

●
相
談
料 

無
料
（
要
事
前
予
約
）

□申
□問
し
ゅ
う
な
ん
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

　
☎
０
８
３
４
（
２
７
）
６
２
７
０

多
重
債
務
・
相
続
登
記
等

無
料
電
話
相
談
会

●
日
時 

平
成
26
年
１
月
11
日
㈯　
午

前
10
時
～
午
後
４
時

●
相
談
受
付
電
話
番
号

☎
０
１
２
０
（
０
０
３
）
８
２
１

●
相
談
内
容 

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
キ
ャ
ッ

シ
ン
グ
な
ど
の
多
重
債
務
や
相
続
登

記
な
ど
の
問
題
で
お
困
り
の
人
に
、

手
続
方
法
の
説
明
や
司
法
書
士
事
務

所
の
紹
介
な
ど
、
問
題
解
決
に
向
け

て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

□問
山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会　

　
相
談
会
担
当
：
石
丸

　
☎
０
８
３
４
（
３
２
）
９
８
６
１

講
座
・
講
習

相
　
　
談

平成25年12月号 広報ひらお

必ずチェック最低賃金 ！
 使用者も 労働者も

特定（産業別）最低賃金

 

問
合
せ
先

厚生労働省山口労働局賃金室
　　☎０８３（９９５）０３７２
下松労働基準監督署
　　☎０８３３（４１）１７８０

百貨店、総合スーパー
最低賃金額：１時間７１０円

輸送用機械器具製造業
最低賃金額：１時間８０６円

鉄鋼業、非鉄金属製錬・精製業、非鉄金属・
同合金圧延業、非鉄金属素形材製造業

最低賃金額：１時間８３３円
電子部品・デバイス・電子回路、電気機械
器具、情報通信機械器具製造業

最低賃金額：１時間７６０円

効力発生日：12 月 15 日
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笑
顔
い
っ
ぱ
い
花
い
っ
ぱ
い

自
然
あ
ふ
れ
る
平
生
町

平
生
中
学
校
２
年 

大
下 

光

平
生
中
学
校
１
年 

長
見 

愛
音

標
語
最
優
秀
作
品

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品

美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

ポ
ス
タ
ー
・
標
語

《12月16日〜１月15日》

1
(水)
元旦

大星山で初日の出を迎えよう（5:30 ／佐賀小学校出発）

2
(木)

3
(金)

4 平生町消防出初式
　（10:00 ／町体育館 ［観閲行進 9:30 ～］）(土)

5
(日)

6
(月)

7 育児学級 (10:00 ／保健センター )
(火)

8 幼稚園、小・中学校始業式
おひざにだっこの会 (10:30 ／平生図書館 )
親しみトーク【町長と語る日】(18:00 ／町役場町長室 )(水)

9
(木)

10 七草のつどい（10:00 ／大野公民館）
(金)

11 どんど焼き（9:30 ／大野公民館・曽根公民館・宇
佐木コミュニティセンター、10:00 ／佐賀公民館）(土)

12 成人式（10:00 ／町武道館）
(日)

13
(月)

成人の日
どんど焼き（11:00 ／町スポーツセンター）

14 人権行政相談 (10:00 ／中央公民館、13:00 佐賀公民館 )
あすなろ会〈介護者家族の会〉(13:00 ／ふれあいまちづくりセンター〈あいあむ〉)(火)

15 こころの健康相談・いこいの場（13:30 ／保健センター）
(水)

12　　月 １　　月

※予定表ですので、日時・場所の変更がある場合もあります。

「広報ひらお」は、環境に配慮した再生紙を使用しています。

平生町民憲章
　わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけ
つぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
　わたくしたち　平生町民は
1　自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1　スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1　思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1　勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1　文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

16 消防団防火パトロール出発式（18:30 ／町役場）
(月)

17 育児学級 (10:00 ／保健センター )
(火)

18 こころの健康相談・いこいの場（13:30 ／保健センター）
大野の未来をひらく懇談会（19:00 ／大野公民館）(水)

19 しめ縄づくり講習会（9:00 ／佐賀公民館）
離乳食学級 (10:00 ／保健センター )(木)

20

しめ縄づくり講習会（9:00 ／佐賀公民館）
朗読ボランティアつゆくさの会 (10:00 ／平生図書館）
保健センター開放日 (13:00)
もの忘れ相談 (13:30 ／ふれあいまちづくりセンター〈あいあむ〉)
宇佐木の地域づくりを考える懇談会
　（19:00 ／宇佐木コミュニティセンター）

(金)

21 体育館開放日 ( 午前中 )
古文書輪読会 (9:45 ／平生図書館 )
おはなし会 (14:00 ／平生図書館 )(土)

22 しめ縄づくり教室（9:00 ／佐賀公民館）
門松＆ミニ門松づくり（9:00 ／大野公民館）(日)

23
(月)

天皇誕生日
24 幼稚園、小・中学校終業式
(火)

25 ミニ門松づくり（9:00 ／曽根公民館）
(水)

26
(木)

27
(金)

28
(土)

29
(日)

30
(月)

31
(火)

《登録方法》　① PC・携帯にアドレス「 e-hirao@xpressmail.jp」を直接
入力または右図（ＱＲコード）から読み取り、空メールを送信　②返信さ
れる本登録用メールの内容に沿って必要事項を入力し、登録完了

■ご不明な点はお問い合わせください。 町役場総務課地域安全班 ☎（５６）７１１１

平生町防災メールサービス　登録受付中！
防災情報、気象警報・注意報、安全・安心情報などを配信
※利用料無料、通信費利用者負担


